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４． 介護職員のワーク・エンゲイジメント特性が把握され、高群が約 20％、平均群約 25%、低群約
55%と、自分の仕事をあまり楽しんでいない、いきいきと働いていない介護職員の実態が示された。
個人特性の分析も行われ結果が示された。介護職員のワーク・エンゲイジメントを把握した価値あ
る研究である。  
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５． 介護職員の職場環境認識を把握し、勤労者一般と比較検討が行われた。介護の仕事は身体的に
も精神的にも負担というネガティブイメージがあるが、調査結果は逆であった。一般労働者の方が
仕事の負担を感じ、一方で、介護職員は技能の活用や働きがいを感じており、勤労者一般よりも職
場環境を肯定的に認識していた。介護職員が職場環境をどのようにとらえているかをデータで裏付
ける興味深い結果が示された。 
 
６． 日常的な介護サービスの提供場面において、介護職員が感じている主観的評価には共通するも
のがあるのではないかと考え、「介護肯定感尺度」を開発した。【利用者との信頼関係の深まり】【利
用者の状態改善の手ごたえ】【介護職員自身の成長】の３因子構造から成ることが確認された。「介
護肯定感尺度」は、介護職員が感じる介護の手ごたえを可視化する客観尺度であり、介護福祉学領
域において有用される尺度として評価される。 
 
７． 介護肯定感については、ワーク・エンゲイジメント平均以上群も低群も大きな差はなく、どち
らも介護肯定感を得ているという知見が示された。だが、ワーク・エンゲイジメント平均以上群と
低群では、関連要因の構造が異なっている知見が示された。ワーク・エンゲイジメント平均以上群
は、仕事の負担を感じず、上司に認められていると感じ、働きやすい職場環境と認識し、好循環の
中でいきいきと働いており、仕事を継続しようかどうか迷うことがあっても職場で働き続ける。一
方、低群は、仕事の負担感を感じており、仕事を継続してはいるものの、いい介護ができたという
実感がなく、職場上司にあまり認められていない状況の中で、何かあると仕事をやめていくのかも
しれない。本研究で得られたこれらの知見は、本研究の主要な成果として高く評価される。 
 
８． 当初の仮説モデルは適合度がよくなく、最終モデルとして、職場環境認識がワーク・エンゲイ
ジメントに直接的に強く影響を与えていることが示された。職場環境認識がワーク・エンゲイジメ
ントを高め、介護肯定感を高める方向に働くことが明らかとなった。ワーク・エンゲイジメントか
ら勤務継続意向への直接的な影響は認められず、職場環境認識から勤務継続意向への影響が大きい
ことが示された。今回の研究は修正版 JD-R モデルを仮説としたが、今後、より詳細な研究を行い、
広域でサンプル数を増やして、研究を蓄積して客観性を高める必要がある。 
 
【審査結果】 
 小野内智子氏による学位請求論文の論理構成、研究目的、方法、結果、考察の内容について審査した。 
小野内氏の論文は、介護職員のワーク・エンゲイジメントの特性を把握し、関連要因の構造を探る成果
が得られていると判断する。論文の論理的構成、おのおのの章で行われた研究手法と分析結果、得られ
た成果と考察のいずれも、博士の学位請求論文として認められる水準に達している。また、福祉社会デ
ザイン研究科（ヒューマンデザイン専攻）の博士学位審査基準に照らし妥当な研究と認められる。本審
査委員会は、小野内智子氏の博士学位請求論文について、所定の試験結果と上述の論文審査結果に基づ
き、全員一致をもって本学博士（社会福祉学）〈甲〉の学位を授与するに相応しいものと判断した。 
